
熊
倉
江
田
島
町(

市)

と
第

１
術
科
学
校
等
と
の
共
存
共

栄
の
歴
史
は
全
国
の
基
地
・

駐
屯
地
と
比
較
し
て
も
素
晴

ら
し
い
実
績
を
残
し
て
い
る

が
、
第
１
術
科
学
校
等
に
対

す
る
理
解
、
認
識
等
は
江
田

島
町
と
能
美
３
町
の
人
た
ち

の
間
に
は
相
当
な
温
度
差
が

あ
る
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た

め
自
衛
隊
を
知
っ
て
も
ら
う

一
つ
の
方
法
と
し
て
数
字
を

示
し
て
そ
の
理
解
促
進
に
資

し
た
い
。
ま
ず
、
最
初
に
昨

年
度
の
第
１
術
科
学
校
等
の

当
初
予
算
は
。

市
長
約
１
２
０
億
円
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

熊
倉
昨
年
度
の
基
地
交
付

金
等
の
防
衛
省
関
連
補
助
金

の
歳
入
額
は
。

市
長
固
定
資
産
税
の
代
替

的
性
格
の
国
有
提
供
施
設
等

所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
約

１
億
８
０
０
０
万
円
等
で
例

年
約
２
億
円
が
歳
入
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
１
術
科
学
校
等
と
の
さ
ら

第
１
術
科
学
校
等
と
の
さ
ら

な
る
共
存
共
栄
に
つ
い
て
問
う

な
る
共
存
共
栄
に
つ
い
て
問
う

�
熊
倉
　
正
造�

議
員

答
　�

今
後
も
お
互
い
が
発
展
で
き

る
よ
う
、
尊
重
し
合
い
な
が

ら
協
力
関
係
を
築
く

熊
倉
第
１
術
科
学
校
等
の

隊
員
学
生
等
の
市
民
税
納
付

額
は
。

市
長
第
１
術
科
学
校
等
の

皆
さ
ま
か
ら
本
市
に
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
税

は
約
６
０
０
０
万
円
で
す
。

熊
倉
第
１
術
科
学
校
等
の

隊
員
学
生
等
が
江
田
島
市
内

に
お
い
て
買
い
物
等
を
し
た

場
合
の
経
済
波
及
効
果
は
。

企
画
部
長
政
府
統
計
は
一

人
世
帯
の
消
費
支
出
は
月
に

13
万
８
０
０
０
円
で
す
。
こ

れ
に
基
づ
き
江
田
島
在
住
５

０
０
人
と
す
る
と
年
間
８
億

２
８
０
０
万
円
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

熊
倉
防
衛
省
（
庁
）
の
交

付
し
た
防
衛
施
設
周
辺
対
策

事
業
補
助
金
の
う
ち
過
去
最

大
の
事
業
の
名
称
、
金
額
は
。

市
長
昭
和
56
年
10
月
に
開

通
し
ま
し
た
秋
月
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
で
す
。
こ
の
秋
月
ト

ン
ネ
ル
は
、
全
体
事
業
費
約

25
億
円
を
投
じ
、
防
衛
施
設

周
辺
民
生
安
定
施
設
整
備
事

業
補
助
金
約
19
億
円
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。熊

倉
昨
年
度
の
第
１
術
科

学
校
等
の
見
学
者
、
い
わ
ゆ

る
観
光
客
は
。

市
長
昨
年
度
第
１
術
科
学

校
等
を
訪
れ
た
観
光
客
数
は

約
４
万
３
０
０
０
人
で
す
。

熊
倉
今
年
の
オ
ー
タ
ム
フ

ェ
ス
タ
に
た
く
さ
ん
の
江
田

島
市
民
が
来
場
し
、
ま
た
、

第
２
回
教
育
参
考
館
の
展
示

が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
行
事

が
江
田
島
市
と
第
１
術
科
学

校
等
と
の
さ
ら
な
る
共
存
共

栄
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
江

田
島
市
民
の
理
解
、
認
識
の

増
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
思
う
。

�

角
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公
募
時
と
調
査
報
告
書
の
事
業
内
容
が

公
募
時
と
調
査
報
告
書
の
事
業
内
容
が

��

根
底
か
ら
違
う
の
で
は

根
底
か
ら
違
う
の
で
は

角
増
岸
根
に
お
け
る
可
能

性
調
査
業
務
の
基
本
仕
様
書

に
は
開
発
の
前
提
条
件
と
し

て
、
「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
際
に
提
案
し
た
内
容
に

基
づ
く
も
の
」
と
の
記
載
が

あ
る
。
今
回
提
出
さ
れ
た
調

査
報
告
書
は
条
件
違
反
で
は

な
い
か
。

市
長
施
設
内
容
は
変
更
と

な
り
ま
し
た
が
、
開
発
計
画

の
意
図
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
客

層
、
施
設
の
機
能
に
大
き
な

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

角
増
想
定
す
る
客
単
価
が

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

企
画
部
長
公
募
時
が
２
万

５
０
０
０
円
か
ら
５
万
５
０

０
０
円
、
調
査
報
告
書
で
は

５
万
か
ら
８
万
円
と
想
定
し

て
い
ま
す
。

角
増
施
設
内
容
が
大
き
く

変
更
と
な
れ
ば
事
業
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
が
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
。
施
設
内
容
こ
そ

が
こ
の
事
業
の
根
底
を
な
す

項
目
で
あ
る
。

企
画
部
長
公
募
時
に
提
案

さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
よ
り
精
度

を
高
め
て
い
る
も
の
で
根
幹

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

角
増
今
回
の
調
査
報
告
書

で
は
40
人
体
制
で
施
設
運
営

す
る
と
し
て
い
る
。
18
室
フ

ル
稼
働
で
40
人
、
１
日
平
均

14
人
の
利
用
者
を
想
定
し
て

い
る
施
設
を
40
人
体
制
で
運

営
す
る
と
い
う
の
は
本
当
か
。

企
画
部
長
他
県
の
７
室
を

14
人
で
運
営
し
て
い
る
旅
館

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

角
増
募
集
要
項
や
基
本
仕

様
書
で
は
、
公
的
負
担
が
は

っ
き
り
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

事
前
に
６
億
円
を
約
束
し
て

い
た
と
の
疑
念
が
あ
る
。
応

募
の
あ
っ
た
他
の
２
事
業
者

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

企
画
部
長
経
済
的
支
援
を

求
め
る
場
合
は
記
載
で
き
る

条
項
は
あ
り
ま
す
。
他
の
事

業
者
は
明
確
に
は
公
的
負
担

に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

角
増
客
単
価
が
高
く
本
施

設
は
江
田
島
市
民
の
利
用
を

想
定
し
て
い
な
い
。
公
共
性

が
な
い
施
設
に
6
億
円
の
公

的
負
担
を
す
る
本
事
業
に
は
、

明
確
に
反
対
で
あ
る
。

そ
の
他
、
次
の
項
目
を

 

質
問
。

・
呉
市
倉
橋
町
の
屋
内
プ
ー

ル
の
利
用
に
つ
い
て

・
中
町
航
路
（
最
終
便
）
の

似
島
港
、
三
高
港
へ
の
寄
港

に
つ
い
て

答
　
施
設
内
容
以
外
は
大
き
な
変
更
は
な
い

岡
野
毎
年
９
０
０
頭
前
後

の
捕
獲
数
で
は
減
少
し
て
い

な
い
。
今
ま
で
通
り
の
取
り

組
み
で
は
減
少
に
は
つ
な
が

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
目
標
に
達
し
て
い
な

い
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
野
今
年
度
で
第
４
期
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
が
終
了
す

る
。
次
期
計
画
に
は
個
体
数

の
半
減
を
目
指
し
、
捕
獲
体

制
の
さ
ら
な
る
強
化
と
環
境

整
備
の
新
た
な
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
部
長
次
期
計
画
で
は

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
実
効
性
の
高
い
取
り
組

み
を
考
え
ま
す
。
特
に
捕
獲

と
環
境
整
備
を
強
化
す
る
と

と
も
に
新
た
な
制
度
も
含
め

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
野
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

業
被
害
は
離
農
の
原
因
と
な

り
、
そ
の
結
果
耕
作
放
棄
地

が
増
え
る
こ
と
で
イ
ノ
シ
シ

の
生
育
環
境
が
広
が
っ
て
い

る
。
帰
農
者
を
増
や
し
荒
廃

農
地
を
再
生
す
る
こ
と
も
、

潜
み
場
を
減
ら
す
環
境
整
備

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

産
業
部
長
農
業
生
産
者
が

増
え
れ
ば
荒
廃
農
地
が
減
り
、

イ
ノ
シ
シ
の
潜
み
場
が
少
な

く
な
る
こ
と
で
被
害
も
減
少

す
る
と
考
え
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
荒
廃
農
地
再
生
補

助
制
度
の
活
用
促
進
を
は
か

り
な
が
ら
、
帰
農
者
を
増
す

た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し

ま
す
。

災
害
時
の
避
難
対
策
に

　
　
　
　
　
　

  

つ
い
て

岡
野
避
難
の
重
要
性
に
つ

い
て
市
民
理
解
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
自

力
避
難
困
難
者
は
、
避
難
し

た
く
て
も
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
災
害
時
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
々
へ
の
効
果
的

な
避
難
支
援
策
は
。

市
長
地
域
内
の
危
険
箇
所

や
自
力
避
難
困
難
者
を
事
前

に
把
握
し
て
お
き
、
災
害
か

ら
命
を
守
る
た
め
の
「
地
区

防
災
計
画
」
の
作
成
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
の
良
好
な
環
境
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

岡
野
避
難
所
環
境
の
整
備
、

特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

と
雑
魚
寝
状
態
は
解
消
さ
れ

て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
監
現
在
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
整
備

を
考
え
ま
す
。

岡
野
避
難
所
の
生
活
環
境

の
悪
化
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
な
ど
の
健
康
被
害

を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
一

刻
も
早
い
整
備
を
要
望
す
る
。
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岡
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捕
獲
対
策
の
強
化
と
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
整

備
に
取
り
組
む

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
問
う

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
問
う

平成31年3月 公募プロポーザルの事業内容（概要）
施設内容 ・木造独立型ハウスとテント

・受付フロントやレストラン、温浴施設などのスパをもつ管理棟
・船着場や展望スペース、バーなども整備

想定客単価 25,000円～55,000円
概算総事業費

（うち公的負担）
6億6,000万円
（6億円）

令和元年7月 調査報告書の事業内容（概要）
施設内容 ・鉄筋コンクリート造2階建のメイン棟（16室）とヴィラ棟2棟

・メイン棟にエントランスホール、レストラン、スパ機能を整備
・建物外部にプールや桟橋を整備、弾薬庫跡の活用も検討

想定客単価 50,000円～80,000円
概算総事業費

（うち公的負担）
12億円
（6億円） ▲捕獲されたイノシシ

▲海上自衛隊第１術科学校
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